
 

（上伊那地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 RIDE ON TIME in 大芝高原 

事業主体 

（連絡先）  

南箕輪村観光協会 

0265-98-6640 

事業区分 （６）産業振興、雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 1,834,135円（うち支援金：1,315,000円） 

 

① 観光推進 

② 村有地利活用 

③ 地域住民の交流促進 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

コロナ渦ではあったものの外での

イベントのため、ほぼ予定通りに

実施できた。また、スクールは目

標値を上回る応募があり、需要が

あると改めて感じた。 

【イベントの様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

〇大芝高原の観光推進 

 体験型イベントを実施することで家族層の獲得につ

ながった。また、既存施設とスケートボードパーク利用

の相乗効果があった。 

〇村有地利活用 

 使用していないプール跡地にバンク等を設置し、多く

の方に利用してもらうことができた。 

〇地域住民との交流促進 

 スクールやボランティア作業を通じて、住民同士が関

わり、交流する様子が見られた。 

■スケートボードスクール・一般開放 

7月 24日（日）、8月 14日（日）、9月 25日（日）、11

月 20日（日）の計 4回  

各回 20名以上が参加 

 

■ボランティア作業 

6月 26日（日） 

パークとして利用する大芝高原プール跡地等の清掃作

業を実施 

参加者 45人 

 今後は、同様にスクールや自由にすべることのできるオープン日を増やし、年齢を問わず誰で

も楽しむことのできるイベントを実施していく。そしてゆくゆくは大芝公園プール跡地に常設の

パークを建設し、長野県を代表するスケートボードパークとなり、村の観光推進だけでなく、広

域の地域活性化につなげていければと考えている。そうすることによって、近隣市町村はもとよ

り、県内外から集客が見込め、既存施設との相乗効果により大芝高原の観光推進を図ることがで

きる。 

 



 

 


